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通期業績予想との差異並びに剰余金の配当（増配）に関するお知らせ 

2023 年５月 10 日公表の 2023 年３月期（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日）決算において、2022

年５月 11 日に公表しました業績予想数値と、本日公表の実績値に差異が生じましたのでお知らせい

たします。また、当社は、本日開催の取締役会において、下記の通り 2023 年３月 31 日を基準日とす

る剰余金の配当を行うことを決議しましたのでお知らせいたします。 

記 

１．業績予想数値との差異について 

2023 年３月期通期連結業績予想数値との差異（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日） 

            

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回予想（Ａ） 
百万円 

66,000 

百万円 

350 

百万円 

450 

百万円 

250 

円 銭 

46.60 

今回実績値（Ｂ） 71,400 928 1,091 600 111.85 

増減額（Ｂ-Ａ） 5,400 578 641 350  

増減率（％) 8.2 165.1 142.4 140.0  

（ご参考） 
前期（2022 年３月期）実績 

55,975 278 384 227 42.35 

 

差異の理由 

売上高につきましては、新型コロナウイルス感染症との共存により社会活動の正常化が徐々に進み、

住宅着工戸数も回復傾向にあり、需要が伸びたことで伸長いたしました。利益につきましては、原材

料費高騰等による影響で下押し圧力を受けることを見込んでおりました。しかしながら、売上高が伸

長したこと、原材料費高騰分の価格転嫁が一部で認められたこと、更に販売費及び一般管理費の削減

に努めたことにより、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は、いずれも従来予

想を上回る業績となりました。 

  

 



 

 

 ２．配当の内容 

 

 

決定額 
直近の配当予想 

（2023 年２月８日） 
前期実績 

（2022 年３月期） 

基準日 2023 年３月 31 日 同左 2022 年３月 31 日 

1 株当たり配当金 40 円 00 銭 30 円 00 銭 30 円 00 銭 

配当金総額 214 百万円 ― 160 百万円 

効力発生日 2023 年６月９日 ― 2022 年６月９日 

配当原資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

 

理由 

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題のひとつと位置付け、株主資本の充実と

長期的で安定した収益力を維持するとともに、継続的かつ安定的な配当を実施していくことを基本

方針としております。 

本日、公表いたしました「2023 年３月期決算短信（連結）」のとおり、前期の連結業績につきま

しては、増収増益となりましたことから、2023 年３月期の期末配当につきましては１株当たり 30

円としておりましたが、連結業績見通しと配当性向、将来の発展のための再投資に必要な内部留保

の蓄積等を総合的に勘案し、１株当たり 10 円増配し、1 株につき 40 円とさせていただくこととい

たしました。 

 

以上 


